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労
信
販
「
逗
子
団
地
」
と
し
て
造
成

「
こ
の
辺
り
は
ほ
と
ん
ど
が
雑
木
林
で
し
て
、
杉
な

ど
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。
地
元
の
人
は
、
ガ

ス
が
引
け
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
よ
く
タ
キ
ギ
拾
い
に

来
て
燃
料
源
に
し
た
も
の
で
す
よ
。
春
先
か
ら
夏
に

か
け
て
は
、
山
百
合
や
藤
が
き
れ
い
で
し
て
ね
ぇ
…

…
。
そ
こ
に
宅
地
が
造
成
さ
れ
る
と
い
う
の
で
、
や

は
り
反
対
す
る
人
が
出
ま
し
た
よ
」
。

標
高
約
七
十
～
十
八
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
に
、
逗
子

市
で
初
め
て
の
人
規
模
住
宅
地
が
造
成
（
造
成
後
は
六

十
～
二
十
三
メ
ー
ト
ル
）
　
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
三
十
八
二
九
六
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
年
前
の
六
月
末
、
逗
子
市
は
連
日
豪
▲
雨
に

見
舞
わ
れ
、
市
内
の
田
越
川
が
氾
濫
し
、
床
上
浸
水

家
屋
千
六
百
▲
P
以
上
、
全
市
の
約
　
八
％
が
冠
水
す

る
な
ど
の
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。

こ
の
た
め
、
山
を
削
り
谷
を
埋
め
た
ら
小
坪
地
区

で
も
被
害
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
た
わ
け

だ
が
、
現
在
の
よ
う
な
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
ク
ワ
入

れ
の
運
び
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

東
京
労
働
者
信
販
生
活
協
同
組
合
　
（
労
信
販
）
　
の

〝
逗
子
団
地
〟
申
込
み
案
内
に
よ
れ
ば
、

「
湘
南
方
面
は
土
地
柄
か
ら
見
て
東
京
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
、
別
荘
地
観
光
地
区
と
し
て
も
一
級
地
で
あ

り
ま
す
。
－
　
中
略
　
－
　
（
労
信
販
は
）
　
約
．
年
半
に

亘
る
間
、
候
補
地
の
調
査
と
検
討
を
行
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
決
定
し
た
現
地
は
、
逗
子
駅

よ
り
約
千
五
百
メ
ー
ト
ル
、
鎌
倉
駅
よ
り
二
千
五
百

メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
り
、
逗
子
海
岸
、
材
木
座
ま
で

は
約
八
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
り
ま
す
。
道
路
を

へ
だ
て
で
、
有
名
な
披
露
山
公
園
も
あ
り
、
付
近
一

帯
は
住
宅
分
壌
地
と
し
て
発
展
中
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
学
校
は
、
近
く
に
有
名
校
が
あ
り
ま
す
」
。

い
さ
さ
か
誇
大
表
示
の
個
所
も
あ
る
が
、
労
信
販

に
と
つ
て
は
、
過
去
の
江
戸
川
台
、
狭
山
ケ
丘
、
相

武
呂
前
等
の
分
壌
地
以
上
に
規
模
や
資
金
の
面
で
大

事
業
と
な
り
、
労
信
販
加
入
の
組
合
員
に
対
し
大
々

的
に
宣
伝
す
る
と
と
も
に
湘
南
地
区
に
お
け
る
第
二
、

第
三
の
宅
地
開
発
を
進
め
る
う
え
で
の
檜
頭
ホ
（
墜
）

と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
亀
が
岡
の
宅
地
造
成
工
事
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
か
、
当
時
の
資
料
な
ど
か
ら
述
べ
る
こ
と

と
す
る
。

▽
所
在
地
名
　
神
奈
川
県
逗
子
市
小
坪
字
甲
中
谷

地。（
地
元
の
人
は
こ
の
辺
り
を
〝
中
谷
戸
〟
と
い
っ
た
）

▽
造
成
面
積
　
山
林
が
約
十
三
万
九
千
平
方
米
、
農

地
が
一
万
平
方
米
、
合
計
十
四
万
九
千
平
方
米
（
約

四
万
五
千
坪
）

こ
の
う
ち
、
通
路
お
よ
び
公
有
施
設
面
積
と
し
て

三
万
二
千
平
方
米
（
約
九
千
八
百
坪
）
　
が
計
画
上

見
込
ま
れ
て
い
た
。

▽
請
負
工
事
業
者
　
国
土
建
設
（
株
）
、
本
社
、
東
京

都
新
宿
区
市
ヶ
谷
。
創
立
、
昭
和
一
一
十
一
年
。

資
本
金
一
千
万
円
。

労
信
販
か
ら
請
け
負
っ
た
の
は
初
代
社
長
で
、
現

在
は
二
代
目
社
長
、
岩
崎
正
俊
氏
が
後
を
継
い
で

い
る
。
そ
の
岩
崎
社
長
に
よ
る
と
、

「
当
社
の
社
員
は
十
名
程
度
が
造
成
工
事
に
従
事

し
ま
し
た
。
下
請
業
者
に
は
、
新
日
本
土
木
、
日

本
自
動
車
が
お
り
ま
し
た
。
日
本
自
動
車
は
、
こ

の
あ
と
同
辺
の
小
坪
団
地
を
手
が
け
ま
し
て
ね
、

私
ど
も
も
亀
が
岡
の
完
成
後
、
周
り
の
土
地
を
買

い
取
り
、
造
成
し
て
昭
和
四
十
三
年
頃
販
売
し
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
人
洋
不
動
産
興
業
や
兼
松
江

商
な
ど
も
周
辺
開
発
を
し
て
い
ま
し
た
」

▽
工
事
期
間
　
昭
和
三
卜
八
年
七
月
～
四
十
午
八
月
。

敷
地
と
道
路
工
事
は
第
▲
期
、
第
二
期
お
よ
び
第

三
期
に
分
け
て
実
施
。

逗
子
団
地
工
事
の
中
間
報
告
と
第
三
期
工
事

お
払
込
み
に
つ
い
て
（
昭
三
十
九
年
一
月
）

－
　
労
信
販
の
資
料
か
ら
抜
粋
　
－

「
逗
子
団
地
造
成
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

既
に
第
一
期
工
事
、
百
十
区
画
、
第
二
期
工
事
、

約
百
六
十
区
画
が
完
成
し
、
登
記
手
続
き
も
残
金

お
払
込
み
次
第
完
了
し
ま
す
。
　
－
中
略
・
・
・

第
三
期
工
事
は
整
地
工
事
を
ほ
ぼ
終
了
し
、
排
水

工
事
、
擁
壁
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
八
月
、
募
集
時
の
計
画
で
は
、
五
十
坪
で
約

七
間
の
正
方
形
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
地
説
明
や

契
約
時
に
ご
／
承
項
き
ま
し
た
よ
う
に
、
南
北
的

八
開
、
東
西
約
六
間
の
矩
形
と
致
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
住
宅
建
設
に
採
光
等
の
便
宜
を
図
っ
た
た
め

で
す
。
ま
た
、
若
干
の
道
路
位
置
の
変
更
に
よ
り
、
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場
所
が
若
干
変
更
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
面
積
に
増

減
が
で
ま
し
た
こ
と
は
ご
了
承
頂
き
た
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
ト
－
－
－
略
　
－
　
」

再
び
岩
崎
社
長
の
言
。

「
亀
が
岡
の
地
質
は
関
東
ロ
ー
ム
層
な
ど
で
は
な

く
土
炭
岩
と
い
わ
れ
る
非
常
に
固
い
土
の
塊
り
で

し
た
。
そ
の
た
め
土
木
工
事
は
か
な
り
難
渋
し
ま

し
て
ね
。
掘
削
し
た
土
は
百
五
十
万
立
方
米
程
に

も
な
り
、
こ
れ
は
谷
戸
の
埋
立
て
に
使
い
ま
し
た
」

▽
話
員
金
額
　
国
土
建
設
が
請
負
っ
た
⊥
事
代
金
は

造
成
工
事
　
三
億
二
千
八
百
万
日

附
帯
工
事
一
億
一
百
万
円

合
　
　
引
　
四
億
二
千
九
百
万
円
　
で
あ
っ
た
。

国
土
建
設
は
、
亀
が
岡
の
ほ
か
、
東
逗
子
団
地
、

葉
山
団
地
を
昭
和
四
十
一
年
か
ら
四
十
三
年
に
か

け
自
社
開
発
し
て
い
る
が
、
金
額
規
模
は
い
ず
れ

も
一
億
円
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、
労
信

販
が
亀
が
岡
に
次
い
で
宅
造
し
た
葉
桜
団
地
は
、

国
上
建
設
が
手
が
け
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

▽
一
区
画
の
価
格
　
労
信
販
の
　
「
区
画
図
及
び
価
格

表
」
に
よ
れ
ば
、
区
画
は
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
第
五

ブ
ロ
ッ
ク
に
仕
切
ら
れ
、
三
・
三
平
方
米
（
一
坪
）

当
た
り
一
万
七
千
五
百
円
～
一
万
五
千
八
百
円
。

こ
れ
に
道
路
お
よ
び
公
有
施
設
負
担
分
と
し
て
、

一
区
画
（
約
百
六
十
五
平
方
米
＝
五
十
坪
）
　
当
た

り
一
▲
十
三
万
ヒ
千
円
加
算
し
た
も
の
が
一
区
画
の

価
格
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
中
込
案
内
に
は
※
印
を
付
し
て
、

「
付
近
の
地
価
▲
二
万
五
千
円
～
四
万
石
千
円
」
の
記

載
が
あ
り
、
そ
の
後
に
分
譲
さ
れ
た
葉
桜
団
地
は
、

三
・
三
平
方
米
当
た
り
約
八
万
円
で
あ
っ
た
と
い

ゝ
フ
0

亀
が
岡
の
開
発
は
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
に
よ
っ

た
が
、
葉
桜
団
地
が
適
用
を
受
け
た
宅
地
造
成
等
事

業
法
以
前
の
も
の
で
特
に
規
制
が
強
く
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
故
、
亀
が
岡
の
道
路
は
幅
員
が
狭
く
、
擁
壁

や
側
溝
の
資
材
も
造
り
も
粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
労
信
販
の
造
成
計
画
に
も
問
題
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。
全
戸
に
供
給
す
る
水
道
水
は
丘
の
下

か
ら
揚
水
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
れ
ば
卜
分
と
考
え
て

い
た
よ
う
だ
し
、
道
路
舗
装
に
い
た
っ
て
は
計
画
に

入
っ
て
い
た
の
か
台
か
？
　
労
信
販
は
初
め
て
の
経

験
と
は
い
え
、
大
規
模
宅
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
ら
な

過
ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
計
画
時
の
緑
地
・
公
園
候
補
地
あ
る

い
は
道
路
用
地
ま
で
宅
地
と
し
て
販
売
ま
た
は
他
業

者
へ
転
売
し
、
そ
の
代
金
を
水
道
タ
ン
ク
建
設
や
道

路
舗
装
の
資
金
に
充
当
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
九
月
、
自
治
会
が
発
足
、
労
信
販
が

当
然
対
応
す
べ
き
課
題
ま
で
背
負
い
込
ん
で
、
住
み

ょ
い
亀
が
岡
を
め
ざ
し
二
十
五
年
の
歩
み
を
踏
み
山

し
た
の
で
あ
る
。

い
凸
凹
退
路
で
あ
っ
た
た

め
「
デ
コ
ダ
ン
ノ
実
車
に
な
り
ま
し
た
ァ
」
な
ん
て
、

無
線
連
結
す
る
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
も
い
た
。

さ
て
本
論
で
あ
る
が
、
「
亀
が
岡
」
の
名
は
、
労
信

販
か
ら
抽
選
に
よ
り
こ
こ
に
宅
地
を
求
め
た
方
、
今

れ
で
も
い
た
。

余
談
に
な
る
が
、
舗
装

以
止
別
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど

私
ど
も
の
住
宅
地
が
　
「
亀
が
岡
」
　
と
名
づ
け
ら
れ

た
の
は
、
造
成
工
事
が
完
了
す
る
昭
和
四
十
　
二
九

六
五
）
　
年
夏
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
U

そ
れ
ま
で
は
労
信
販
が
　
″
逗
子
団
地
〟
　
と
仮
称
し

て
い
た
の
で
今
で
も
　
ヶ
亀
が
同
団
地
〟
、
略
し
て
　
〝
カ

メ

ダ

ン

〟

と

呼

ぶ

人

も

い

る

が

、

一

般

地

名

と

し

て

は
　
「
亀
が
岡
」
（
し
い
て
言
え
ば
団
地
で
は
な
く
住
宅

地
か
）
　
が
正
し
い
。

な
お
、
地
番
整
理
を
行
う
ま
で
の
▲
時
期
は
わ
政

上
の
地
名
と
し
て
使
用
さ

と
依
頼
し
、

次
ぎ
の
m
つ
が
候
補
と
し
て
土
地
購
入

者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
さ
れ
た
。

①
空
海
苑
　
②
理
想
郷
　
③
鷺
浦
ム
∩
　
①
亀
が
岡

①
と
②
は
注
釈
を
つ
け
る
ま
で
も
な
い
が
、
③
は

昔
、
小
坪
の
浜
に
サ
ギ
が
群
棲
し
　
″
鷺
ガ
浦
ん
　
と
い

わ
れ
た
。
④
は
鎌
倉
時
代
、
源
頼
朝
の
愛
妻
が
小
坪

に
住
ん
で
お
り
　
「
亀
の
前
」
　
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
小

坪
の
丘
陵
に
で
き
た
住
宅
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
台
」

や
　
「
岡
」
　
を
つ
け
た
と
説
明
に
あ
っ
た
。

時
は
全
く
意
識
に
な
く
、
偶
然
の
一
致
で
あ
る
と
い

’
フ
0

ち
な
み
に
、
逗
子
駅
近
く
に
あ
る
亀
が
岡
八
幡
宮

は
、
ご
祭
神
が
大
和
時
代
の
応
神
天
皇
で
あ
り
、
神

仏
分
離
制
斐
に
よ
り
延
命
寺
の
管
理
を
離
れ
明
治
」
ハ

年
に
村
社
と
な
っ
て
い
る
。
建
立
時
期
は
不
明
だ
が
、

境
内
が
な
だ
ら
か
な
丘
陵
で
あ
っ
た
の
で
「
亀
が
岡
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
こ
こ
は
、
大
正
一
▲
年
ま
で
は
村
誌
な
ど

居
住
者
多
数
の
希
望
で

に
八
幡
社
、
八
幡
宮
、
八

幡
神
社
と
あ
り
、
固
有
の

名
は
な
い
。
大
正
十
二
年

の
　
「
逗
子
八
景
」
　
に
は
じ

め
て
　
「
亀
ケ
岡
八
幡
宮
と

で
は
そ
の
大
半
が
居
住
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
居
住
者
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
労
信
販
は
、
地
元
の
小
坪
に
住
む
市
会
議
長

の
平
井
繁
雄
氏
に
住
宅
の
名
前
を
つ
け
て
ほ
し
い
、

結
局
、
平
井
氏
は
　
「
希
望
の
多
い
　
〝
亀
が
岡
〟
　
が

よ
い
」
　
と
労
信
販
へ
回
答
し
た
の
だ
が
、
そ
の
際
、

「
〝
団
地
〟
と
は
鉄
筋
の
高
層
住
宅
群
の
こ
と
を
い
う

の
だ
か
ら
、
こ
こ
　
（
亀
が
例
）
　
に
は
　
〝
団
地
〃
　
と
い

う
字
句
は
つ
か
わ
な
い
で
ほ
し
い
」
　
と
注
文
を
つ
け

た
と
い
う
。

「
亀
が
岡
」
　
を
航
空
写
真
で
み
る
と
、
亀
の
甲
の

形
に
み
え
る
が
、
平
井
氏
に
よ
る
と
候
補
に
挙
げ
た

号
し
、
鎌
倉
鶴
ケ
岡
八
幡
宮
と
刈
称
す
」
　
と
あ
り
、

は
じ
め
て
亀
ケ
岡
の
名
が
出
て
く
る
。
昭
和
に
な
る

と
、
里
人
は
亀
ケ
同
八
幡
宮
ま
た
は
清
水
八
幡
宮
と
呼

ん
だ
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か

「
清
水
」
　
が
消
え
　
「
亀
が
岡
」
　
だ
け
残
っ
た
も
の
・
．
り

し
い
、
と
郷
土
史
家
の
▲
人
は
推
論
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
亀
の
前
」
と
の
か
か
わ
り
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
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4
1
年
の
春
、
会
報
を
創
刊

自
治
協
議
会
通
信
の
名
で

会
報
は
「
亀
が
岡
自
治
協
議
会
通
信
」
と
し
て
第

一
号
が
四
十
一
二
九
」
ハ
六
）
年
四
月
十
七
日
に
発

行
さ
れ
、
四
十
八
年
三
月
の
第
十
四
号
ま
で
続
い
て

い
る
。
こ
の
間
に
四
十
二
年
一
月
、
「
亀
が
岡
月
報
」

－
翌
年
五
月
に
は
「
亀
が
岡
だ
よ
り
」
と
名
を
変
え
「
第

一
号
」
が
出
さ
れ
た
。
五
十
三
年
三
月
に
「
か
め
が

お
か
」
　
と
改
称
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

当
初
の
会
報
を
み
る
と
、
道
路
、
水
道
の
未
整
備

に
つ
い
て
労
信
販
へ
の
非
難
、
市
・
損
へ
の
移
管
促

進
の
件
が
毎
号
の
よ
う
に
出
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か

い
く
つ
か
拾
っ
て
み
よ
う
。
（
「
通
信
」
は
「
自
治
協

議
会
通
信
」
の
略
）

〔
通
信
業
一
号
．
6
6
・
4
・
1
7
）

C
電
話
－
当
初
団
地
電
話
の
方
針
。
申
し
込
み
数

ま
と
ま
ら
ず
、
電
話
事
情
も
好
転
し
た
た
め
普

通
電
話
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
…
。

○
郵
便
－
逗
子
郵
便
局
と
交
渉
、
ポ
ス
ト
が
新
設

さ
れ
た
。
郵
便
物
に
は
地
番
だ
け
で
な
く
「
亀

が
岡
」
と
記
入
す
れ
ば
配
達
が
▲
層
ス
ム
ー
ズ

に
し
く
。

〔
岡
第
一
享
　
6
6
・
1
2
・
1
〕

○
電
話
は
、
単
独
電
話
1
団
地
電
話
↓
共
同
電
話

と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
た
。
し
か
し
、
予
定

の
三
倍
の
本
数
が
開
通
し
た
。
今
後
は
各
自
で

局
へ
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
。

○
ご
意
見
箱
　
遊
園
地
に
設
置
し
た
。
記
名
、
無

記
名
は
自
由
。

0
備
品
　
事
務
局
の
足
と
し
て
中
古
バ
ィ
ク
を
石

千
円
で
購
入
し
た
。
免
許
を
持
つ
人
に
無
料
で

貸
す
。
ガ
ソ
リ
ン
代
は
月
百
五
十
円
く
ら
い
。

〔
同
案
二
宮
，
6
7
・
7
・
1
〕

C
ネ
ズ
ミ
退
治
　
2
月
1
0
日
か
ら
一
斉
に
。
ネ
ズ

ミ
、
居
住
者
と
と
も
に
増
え
た
が
、
よ
う
や
く

姿
消
す
。

○
役
員
手
当
　
▼
四
役
（
五
人
）
一
八
年
三
万
H

▼
幹
事
（
四
人
）
一
人
一
万
円
▼
会
計
監
査
二

人
）
一
八
三
千
六
百
円
。

〔
同
乗
讐
5
，
6
8
・
2
・
1
0
〕

○
上
水
道
の
県
営
移
管
に
成
功
、
四
十
二
年
十
二

月
一
十
五
日
。

○
小
坪
小
学
校
通
学
路
安
全
対
策
、
一
応
の
成
果
。

○
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
　
逗
子
海
岸
で
楽
し

く
海
の
祭
典
　
寒
風
を
つ
い
て
運
動
会
－
新
春

の
つ
ど
い
。

〔
同
第
五
号
，
6
8
・
7
・
1
〕

○
労
信
販
へ
の
不
満
多
し
。
緑
地
い
つ
の
間
に
か

な
く
な
り
、
児
毒
遊
園
地
　
（
公
隙
の
こ
と
）
　
の

み
に
。
交
渉
し
た
が
い
ま
さ
ら
緑
地
再
現
不
可

ヒ
ヒ
○

○
消
防
の
件
　
消
防
分
署
が
開
設
さ
れ
た
。

〔
同
第
六
号
，
6
8
・
1
2
・
1
4
〕

○
青
空
集
会
　
出
席
少
な
く
と
り
や
め
。
亀
が
岡

だ
よ
り
な
ど
で
伝
達
を
徹
底
さ
せ
る
。

○
役
員
手
当
　
▼
四
役
へ
五
人
二
人
年
一
万
二
千

円
▼
幹
事
（
五
人
）
一
人
六
千
円
▼
監
査
　
三

人）一人一哉
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∴
・
㍉
∵
㍉
」
∴
∵
∵
∴
十
・
∵

環
境
の
整
備
を
め
ざ
し
て

道
路
、
水
道
に
会
館

自
治
会
悩
ま
せ
た
三
点
セ
ッ
ト

道
路
、
水
道
、
そ
れ
に
会
館
　
－
　
こ
れ
が
自
治
会

が
長
年
か
か
え
た
一
一
占
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
歴
代
の

自
治
全
役
員
は
そ
の
改
善
、
整
備
に
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
注
い
で
き
た
が
、
水
道
、
会
館
は
と
も
か
く

道
路
の
市
道
へ
の
編
入
、
全
面
舗
装
に
は
十
年
余
と

い
う
歳
月
を
要
し
た
。
通
常
、
住
宅
同
地
が
で
き
れ
ば

こ
れ
ら
は
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
亀
が
岡
住

宅
地
は
逗
子
市
内
の
大
型
宅
造
第
一
号
と
は
い
え
、

こ
れ
ら
が
自
治
会
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
卜
五
年
の
歴
史
の
う
ち
、
後
半
は
公
共
下
水
道
や

側
溝
の
修
稚
促
進
、
さ
ら
に
会
館
増
築
へ
と
課
題
は

移
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
公
共
下
水
道
と
側
溝
は
い

ま
も
進
行
中
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
関
係
市
会
議
員
の

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

労
信
販
　
（
東
京
労
働
省
信
販
生
活
協
同
組
合
）
　
が

亀
が
岡
の
造
成
に
あ
た
り
、
道
は
幅
四
㍍
の
も
の
が

多
く
、
六
㍍
帖
の
部
分
が
わ
ず
か
し
か
な
い
。
し
か
も

簡
易
舗
装
－
と
い
う
の
は
違
法
で
は
な
い
。
法
に
か

な
っ
た
も
の
（
注
）
で
あ
っ
た
が
、
い
か
に
せ
ん
工
事

が
雑
で
、
通
は
た
ち
ま
ち
穴
だ
ら
け
。
婦
人
の
ハ
イ

ヒ
ー
ル
は
、
か
か
と
を
道
に
と
ら
れ
て
歩
行
困
難
と

な
り
、
タ
ク
シ
ー
も
　
「
亀
が
岡
」
と
き
く
と
、
拒
否

反
応
を
■
小
す
あ
り
さ
4
㌔

自
治
会
で
は
、
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
、

と
署
名
運
動
を
行
い
、
労
信
販
や
逗
子
巾
へ
強
く
訴

え
た
。
自
治
会
役
員
会
の
平
井
相
談
役
ら
の
働
き
か

け
で
昭
和
四
十
二
一
九
六
六
）
年
秋
に
は
」
ハ
㍍
の
道

は
先
に
舗
装
し
て
市
道
に
認
定
し
、
四
㍍
道
路
に
つ

い
て
は
舗
装
が
す
ん
で
か
ら
市
道
へ
、
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
労
信
販
に
資
金
が
な
く
、
「
駐
在

所
用
地
二
ノ
二
一
一
先
）
」
と
し
て
確
保
し
て
い
た
土

地
を
売
却
し
て
舗
装
代
食
に
あ
て
、
よ
う
や
く
二
百

㍍
分
を
市
へ
移
管
す
る
な
ど
、
四
苦
八
苦
で
あ
っ
た
。

一
応
の
舗
装
に
1
0
年

労
信
販
や
市
と
の
交
渉
難
航

と
も
か
く
舗
装
工
事
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

自
治
会
で
は
市
へ
も
た
び
た
び
陳
情
。
「
市
民
税
は
ち

ゃ
ん
と
払
っ
て
い
る
」
「
消
防
帝
も
こ
ん
な
道
で
は
活

動
で
き
な
い
」
な
ど
と
訴
え
た
が
、
〝
初
め
は
市
長
も

自
治
会
役
員
に
は
会
お
う
と
し
な
か
っ
た
〟
と
い
う
。

市
で
は
「
私
道
を
舗
装
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

い
い
、
法
も
改
正
さ
れ
て
「
い
ま
の
ま
ま
で
は
引
き

と
れ
な
い
。
舗
装
に
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
厚
さ
五
根
ン
以
上
が
必
要
。
さ
ら
に
排
水
溝
も
手

直
し
し
て
も
ら
わ
な
い
と
ダ
メ
だ
。
こ
の
工
事
に
は

五
千
～
エ
ハ
千
万
円
か
か
る
」
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
市
か
ら
舗
装
を
す
る
よ
う
に
と
い
わ

れ
た
労
信
販
は
　
「
そ
の
よ
う
な
資
金
は
な
い
。
は
じ

め
市
へ
の
移
管
に
は
六
百
万
円
で
可
能
と
計
算
し
て

い
た
。
や
り
く
り
が
つ
か
な
い
」
と
ラ
チ
が
あ
か
ず
、

「
道
路
問
題
は
住
民
最
大
の
悩
み
」
（
昭
和
四
十
四
年
、

一
住
民
）
　
の
ま
ま
推
移
し
た
。
四
十
四
年
に
は
七
一

五
人
の
署
名
を
そ
え
て
巾
へ
要
請
し
て
い
る
。

第
一
次
舗
装
工
事
分
　
（
主
に
六
日
町
の
幹
線
道
路
と

四
㍍
道
の
一
部
）
　
が
で
き
た
の
は
四
卜
五
年
三
月
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
四
㍍
道
路
の
舗
装
工
事
に
つ
い
て

は
労
信
販
か
ら
市
へ
五
百
万
円
寄
付
し
、
市
で
は
小

坪
線
の
本
舗
装
工
事
で
ジ
ャ
リ
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
片

が
か
な
り
出
る
の
で
、
こ
れ
を
亀
が
岡
に
敷
い
て
ロ

ー
ラ
ー
を
か
け
、
そ
の
上
へ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
す

る
な
ど
、
や
り
く
り
し
て
工
事
を
進
め
た
。
市
の
工

事
は
四
十
七
二
九
七
二
）
年
か
ら
五
力
年
計
画
で

実
施
さ
れ
、
四
十
八
年
二
月
の
逗
子
市
会
で
″
特
別

の
は
か
ら
い
〟
に
よ
り
市
道
に
認
定
　
（
登
記
は
労
信

販
か
ら
市
へ
寄
付
さ
れ
た
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
）

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
舗
装
工
事
が
進
行

中
で
、
市
会
で
は
「
私
道
な
の
に
市
で
舗
装
す
る
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
い
う
疑
問
が
出
さ
れ
た
が
、

市
長
は
「
舗
装
が
終
わ
れ
ば
市
道
に
編
入
さ
れ
る
」

と
答
え
、
市
道
へ
の
認
定
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
四

㍍
道
（
労
信
販
と
同
士
建
設
分
）
の
全
面
舗
装
が
一
応

終
わ
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

（
注
）
　
造
成
当
時
は
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
利

三
十
七
年
施
行
）
と
建
築
基
準
法
が
あ
っ
た
。
宅
造

法
は
主
に
崖
面
を
対
象
と
し
た
規
制
で
あ
り
、
道
に
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つ
い
て
の
条
文
は
な
い
じ
道
幅
を
規
制
す
る
の
は
建

築
基
準
法
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
幅
は
四
日
叫
以
上
」
あ

れ
ば
よ
か
っ
た
。
舗
装
に
つ
い
て
は
二
■
九
年
の
宅

地
造
成
等
事
業
法
で
も
、
簡
易
舗
装
で
よ
く
、
ジ
ャ

リ
を
敷
い
て
あ
れ
ば
〝
合
格
〟
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

同
じ
法
の
適
用
を
受
け
て
い
た
人
洋
不
動
産
団
地
、

新
日
本
建
設
の
団
地
は
道
幅
を
六
日
町
に
し
て
い
る
。

都
市
計
画
法
は
、
宅
地
造
成
等
事
業
法
を
吸
収
し

て
昭
和
四
十
四
年
六
月
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
法
で

は
、
人
型
宅
選
の
場
合
「
道
幅
は
六
㍍
以
上
。
舗
装

は

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

か

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

」

と

し

、

簡

易
舗
装
は
認
め
て
い
な
い
。
響
年
、
逗
子
市
で
出
し

た
開
発
指
導
安
綱
も
同
様
で
、
亀
が
岡
の
通
路
の
市

へ
の
移
管
が
、
円
滑
に
運
ば
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ

に
、
こ
う
し
た
法
規
制
の
変
化
も
あ
げ
ら
れ
る
。

〝
幻
の
公
道
″
の
身
代
わ
り

ー
　
裏
階
段
も
の
が
た
り
　
－

亀
が
岡
の
造
成
当
時
は
A
～
B
　
（
図
参
照
）
　
へ
山

道
が
競
い
て
い
た
。
こ
れ
が
　
「
公
道
」
で
あ
っ
た
。

こ
こ
を
昭
利
四
十
一
二
九
六
六
）
年
五
月
ご
ろ
、

労
信
販
が
横
碩
賀
の
業
者
へ
売
却
、
法
　
（
の
り
）
　
面

は
切
り
く
ず
さ
れ
て
宅
地
と
な
り
、
崖
は
絶
壁
と
な

っ
て
　
「
公
道
」
は
事
実
上
、
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
土
地
の
持
ち
主
は
何
回
か
変
わ
っ
て
い
る
。

住
民
は
、
北
側
へ
降
り
る
道
が
な
く
て
は
不
便
な

の
で
、
居
住
者
の
奉
仕
で
山
道
程
度
を
つ
く
り
「
小

坪
入
口
」
　
（
現
・
緑
ヶ
丘
人
口
）
　
へ
の
通
路
と
し
た
。

し
か
し
自
治
会
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
凶
る
の
で
、
労

信
販
に
対
し
「
元
の
公
道
を
復
活
す
る
よ
う
」
抗
議

し
た
。
だ
が
、
話
が
進
ま
ず
、
昭
和
四
十
一
二
一
九

六
八
）
　
年
に
は
自
治
会
か
ら
市
「
公
道
の
復
元
」

を
陳
情
し
、
同
年
暮
れ
、
自
治
会
、
市
、
L
地
所
有

者
の
三
者
が
話
し
合
っ
た
。
こ
の
宅
造
工
事
は
無
届

け
で
あ
る
が
、
法
面
は
復
活
す
る
こ
と
な
く
、
結
局
、

東
京
ガ
ス
の
T
事
用
階
段
（
現
在
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
わ
き
か
ら
亀
が
岡
へ
の

階
段
）
を
自
治
会
が
借
り
、

コ

ー

ス

を

つ

く

る

こ

と

に

な
っ
た
。
自
治
会
で
は
さ
ら
に
裏

階
段
整
備
の
た
め
、
役
員

の
ほ
か
会
員
八
人
で
構
成

す
る
特
別
委
員
会
を
つ
く

り
、
こ
の
コ
ー
ス
の
補
修

や
手
す
り
を
つ
く
っ
た
り

し
た
。
昭
和
四
十
四
　
二

九
六
九
）
　
年
七
月
の
こ
と

で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
し

て
で
き
た
階
段
も
次
第
に

隙
間
が
で
き
、
土
ど
め
の

セ
メ
ン
ト
の
壁
も
亀
裂
が

生
じ
て
、
危
険
に
な
っ
た

た
め
、
自
治
会
で
は
昭
和

五
十
二
九
七
五
）
　
午
、

住
民
五
〇
」
ハ
世
帯
の
署
名

を
集
め
、
写
臭
も
添
え
て

市
へ
陳
情
し
た
。
そ
の
陳

情
書
は
、
四
十
三
年
の
時

と
同
様
に
、
「
こ
の
ル
ー
ト

は
住
民
が
万
一
の
時
、
北

へ
逃
げ
る
唯
一
の
避
難
路
」

と
力
説
し
た
う
え
、
「
土
ど

め
の
セ
メ
ン
ト
壁
が
く
ず

れ
た
り
、
階
段
が
使
え
な

く
な
っ
て
は
大
き
な
混
乱
を
招
く
の
で
、
修
理
を
要

望
す
る
」
と
い
う
も
の
‖

し
か
し
、
こ
の
コ
ー
ス
が
も
と
も
と
〝
通
〟
で
は
な

い
こ
と
が
対
策
を
進
ま
せ
な
か
っ
た
一
因
の
よ
う
で

あ
る
。
亀
が
岡
の
造
成
当
時
、
い
く
つ
か
あ
っ
た
山

の
公
道
は
、
住
宅
地
内
の
通
に
振
り
か
え
、
市
へ
移
管

さ
れ
た
の
に
対
し
、
こ
の
A
～
B
コ
ー
ス
の
公
道
は
、

も
と
も
と
　
「
広
げ
て
車
も
消
防
車
も
通
れ
る
よ
う
に

す
る
」
（
労
信
販
）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

振
り
替
え
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
無
届
け

の
ま
ま
道
が
切
断
さ
れ
た
た
め
、
「
公
道
」
は
上
部
と

下
部
に
面
影
の
一
部
を
と
ど
め
る
だ
け
の
″
幻
の
も
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の
〟
（
注
‥
廃
退
で
は
な
い
）
と
な
っ
た
。
登
り
口
の

階
段
の
三
十
数
段
の
と
こ
ろ
は
、
東
京
ガ
ス
所
有
だ

が
、
工
事
用
の
も
の
で
、
「
道
」
で
は
な
い
。
従
っ
て

全
館
わ
き
か
ら
降
り
る
〝
道
〟
は
、
公
式
に
は
下
の

バ
ス
道
路
に
届
い
て
い
な
い
宙
ぶ
ら
り
ん
の
ま
ま
な

の
で
あ
る
。

こ
の
裏
道
に
つ
い
て
自
治
会
は
、
当
初
か
ら
「
公

道
を
復
元
せ
よ
」
と
要
望
を
出
し
て
い
た
の
だ
が
、

市
は
五
十
一
年
十
一
月
、
復
元
要
求
に
対
す
る
回
答

を
自
治
会
に
寄
せ
て
き
た
。
そ
れ
は
「
公
道
の
復
元

は
、
全
面
的
に
や
り
直
す
と
億
の
費
用
が
か
か
っ
て

実
現
は
無
理
な
の
で
、
こ
れ
に
か
わ
り
現
在
使
用
さ

れ
て
い
る
裏
階
段
の
改
修
に
努
め
た
い
」
と
い
う
も

の。

自
治
会
は
、
住
民
の
道
路
の
公
益
と
災
害
時
の
避

難
路
の
確
保
の
点
か
ら
、
現
在
の
狭
い
道
を
拡
幅
し

て
、
少
な
く
て
も
公
道
と
し
て
見
合
う
道
路
の
復
元

な
ら
ば
よ
い
、
と
の
役
員
会
の
決
定
を
市
に
伝
え
た
。

自
治
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
大
き
な
力
と
な
り
、
市

が
改
修
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
全
長

一
一
二
叫
、
幅
二
・
五
㍍
。
傾
斜
は
ゆ
る
や
か
に
し
、

自
転
車
を
手
で
押
し
て
上
り
下
り
で
き
る
よ
う
、
側

面
に
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
る
、
と
い
う
案
が
出
さ
れ
た
。

工
事
は
昭
和
五
十
二
二
九
七
ヒ
）
年
度
に
一
、
〇
（
0
0

万
E
の
す
算
で
卜
の
昇
り
口
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
五

十
五
　
（
▲
九
八
〇
）
　
年
七
月
に
は
、
全
面
的
な
改
修

が
終
わ
っ
た
。

こ
の
改
修
に
あ
た
り
、
そ
れ
ま
で
会
館
わ
き
の
部

分
が
高
く
て
、
上
り
の
と
き
〝
胸
つ
き
八
丁
〟
に
な

っ
て
い
た
の
を
、
自
治
会
の
要
望
を
い
れ
、
現
在
の

高
さ
ま
で
三
～
四
㍍
掘
り
下
げ
ら
れ
た
の
で
、
以
前

に
比
べ
て
″
楽
な
坂
迫
〟
　
に
な
っ
た
。

な
お
、
「
階
段
の
中
央
に
手
す
り
を
つ
け
る
か
ど
う

か
は
、
工
事
を
終
わ
っ
た
時
点
で
検
討
し
た
い
」
と

い
う
の
が
市
の
考
え
で
あ
っ
た
が
、
現
在
こ
れ
は
つ

け
ら
れ
て
い
な
い
。

か
ら
バ
ス
停
披
露
山
人
口
に
通
じ
る
員
重
な
通
路
だ

が
、
狭
く
て
ぬ
か
る
む
。
そ
こ
で
昭
和
五
十
四
二

九
七
九
）
　
年
に
は
自
治
会
長
ら
が
市
へ
交
渉
に
出
か

け
た
。
し
か
し
私
通
な
の
で
「
地
主
と
交
渉
し
て
ほ

し
い
。
地
主
か
ら
要
望
さ
れ
な
い
と
市
は
動
け
な
い
」

と
い
わ
れ
た
。
地
主
は
協
力
的
で
「
皆
さ
ん
が
望
む

な
ら
」
と
い
い
、
自
治
会
で
は
承
諾
書
を
市
へ
持
参

し
て
拡
幅
と
舗
装
を
頼
ん
だ
。
さ
ら
に
老
人
会
か
ら

の
要
望
を
受
け
て
、
手
す
り
の
取
り
付
け
も
依
頼
し

た
。
女
坂
の
整
備
が
進
み
、
手
す
り
が
十
一
㍍
に
わ

た
っ
て
取
り
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
同
年
十
二
月
の
こ

と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
翌
五
十
五
年
十
月
に
落
石
が
あ
っ
た
。

九
十
六
年
に
は
班
長
会
で
「
暗
い
。
特
に
茶
屋
か
ら

下
が
暗
い
の
で
何
と
か
…
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、

亀
が
岡
自
治
会
の
範
囲
で
は
な
い
が
話
を
す
す
め
る

こ
と
に
し
た
。
五
十
七
年
に
は
新
た
に
手
す
り
を
取

り
つ
け
た
。

消
え
た
坂
道
も
う
一
つ

炎
幻
の
坂
道
》
　
造
成
当
時
は
一
ノ
一
三
ノ
一
四

あ
た
り
　
（
現
在
絶
壁
の
と
こ
ろ
に
金
網
が
は
っ
て
あ

る
）
　
か
ら
帖
約
一
・
五
㍍
の
階
段
（
木
で
造
成
）
の
山

道
（
図
面
C
～
D
）
が
カ
ー
ブ
を
描
き
な
が
ら
横
須

賀
線
法
性
寺
踏
切
の
近
く
へ
下
り
、
バ
ス
通
路
　
（
国

道
一
三
四
号
）
　
に
連
結
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ

も
、
国
道
沿
い
に
宅
造
⊥
事
が
行
わ
れ
て
崖
は
絶
壁

と
な
り
、
道
は
跡
か
た
も
な
く
な
っ
た
。
こ
の
道
が

健
在
な
ら
ば
、
少
し
急
で
は
あ
る
が
避
難
路
と
し
て

も
活
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

《
九
十
九
階
段
》
（
通
称
、
男
坂
）
　
昭
和
四
十
五

（
一
九
七
〇
）
年
、
一
．
度
に
わ
た
り
片
側
の
土
壌
が
く

ず
れ
、
非
常
に
危
な
く
な
っ
た
た
め
、
自
治
会
で
は

一
時
通
行
上
め
に
し
た
。
し
か
し
、
自
治
会
の
費
用

で
改
修
す
る
と
な
る
と
大
変
な
の
で
、
自
治
会
役
員

合
相
談
役
と
検
討
の
上
、
前
年
の
七
月
に
施
行
さ
れ

た
「
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
防
t
L
に
関
す
る

法
律
」
を
通
用
し
て
も
ら
う
の
が
よ
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
調
査
を
待
っ
て
同
法
を
適
用
、
四
十

九
　
二
九
七
四
）
　
年
の
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
、
階

段
の
補
修
、
側
溝
を
深
く
す
る
、
最
上
段
の
水
は
け

を
よ
く
す
る
な
ど
の
改
修
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
十
　
二
九
ヒ
五
）
　
午
七
月
、
雨
で
中
ほ
ど

の
壁
が
大
き
く
崩
れ
て
土
が
階
段
を
埋
め
、
ほ
と
ん

ど
通
れ
な
く
な
っ
た
。
役
員
で
撤
去
し
よ
う
と
し
た

が
、
危
険
な
た
め
消
防
署
へ
連
絡
、
駆
け
つ
け
た
消

防
署
員
と
深
夜
ま
で
か
か
っ
て
十
を
片
側
に
寄
せ
た
。

翌
日
も
応
援
に
か
け
つ
け
た
人
が
協
力
、
残
土
整
理

を
行
っ
た
。

崖
く
ず
れ
は
、
五
十
五
年
八
月
に
も
起
こ
っ
て
い

る。

《
女
坂
》
　
男
坂
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
亀
が
同
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私
設
か
ら
県
営
へ

大
型
タ
ン
ク
建
設
で
や
っ
と
移
管

造
成
当
時
の
上
水
道
は
「
労
信
販
専
用
水
道
」
（
私

設
）
　
で
、
居
住
者
は
そ
れ
を
分
け
て
も
ら
っ
て
使
用
、

と
い
う
形
。
し
た
が
っ
て
水
道
料
令
は
労
信
販
へ
払

い
込
ん
だ
。
し
か
し
こ
の
専
用
水
道
は
大
口
契
約
の

た
め
料
金
は
か
な
り
割
高
で
あ
っ
た
。
し
か
も
居
住

者
が
入
居
し
は
じ
め
て
間
も
な
く
の
昭
和
一
一
．
十
九
年

卜
二
月
に
設
置
さ
れ
た
小
型
の
水
道
タ
ン
ク
　
（
現
在

の
会
館
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
）
　
は
よ
く
故
障
し
た
。

停
電
で
水
が
出
な
く
な
る
と
自
治
会
役
員
は
打
開
に

走
り
ま
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。
〝
高
か
ろ

う
、
悪
か
ろ
う
〟
で
は
住
民
か
ら
苦
情
が
出
る
の
は

当
然
で
、
自
治
会
役
員
は
、
県
の
水
道
に
す
る
よ
う

労
信
販
と
再
三
交
渉
し
た
。
労
信
販
理
事
会
は
昭
和

四
卜
一
二
九
六
六
）
年
よ
う
や
く
県
へ
の
移
管
を

決
め
、
新
た
に
四
千
二
百
万
H
を
負
担
、
周
辺
の
宅

造
業
者
と
合
わ
せ
て
一
億
一
千
万
円
（
自
治
協
議
会

通
信
第
四
号
）
　
の
t
事
費
を
損
へ
上
納
す
る
こ
と
を

決
め
、
移
管
に
伴
う
工
事
を
は
じ
め
た
の
は
四
卜
一

年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

工
事
は
水
道
メ
ー
タ
ー
を
県
条
例
に
合
っ
た
も
の

に
す
る
た
め
メ
ー
タ
ー
の
交
換
、
配
管
取
り
替
え
、
バ

ル
ブ
を
新
設
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
丁
事
の
た

め
各
家
庭
で
は
四
丁
円
～
一
万
円
の
出
菅
を
み
た
。

名
越
切
通
し
入
口
付
近
の
現
在
地
に
、
大
型
水
道

タ
ン
ク
の
建
設
を
は
じ
め
た
の
は
昭
和
四
十
二
年
末

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
は
国
指
定
史
跡
「
名
越
切
通

し
」
　
の
区
域
で
、
や
た
ら
に
崩
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
こ
で
文
部
省
の
文
化
財
保
護
委
員
会
（
当
時
）

に
働
き
か
け
、
「
形
状
変
磨
申
請
」
を
出
し
、
よ
う
や

く
一
角
だ
け
指
定
を
は
ず
し
て
も
ら
い
建
設
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
、
完
成
ま
で
に
二
年
間
か
か
っ
た
、

と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
る
。

こ
の
タ
ン
ク
で
何
世
帯
が
ま
か
な
え
る
の
か
？

そ
れ
は
「
一
、
二
六
〇
戸
分
」
　
（
昭
和
五
十
年
、
頻
企

業
庁
水
道
局
逗
子
事
務
所
の
話
）
で
、
亀
が
岡
の
ほ

か
南
が
丘
、
大
洋
不
動
産
、
浜
銀
住
宅
地
も
ま
か
な

え
る
と
い
う
。
こ
れ
は
建
設
に
あ
た
り
労
信
販
以
外

の
業
者
か
ら
の
〝
出
資
〟
が
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
が

あ
り
そ
う
だ
。

タ
ン
ク
は
昭
和
四
十
二
　
（
¶
九
六
八
）
　
年
に
完
成

を
み
た
が
、
自
治
会
の
大
き
な
懸
案
で
あ
っ
た
「
県

営
水
道
へ
の
移
管
」
は
新
し
い
タ
ン
ク
の
完
成
を
見

越
し
前
年
の
l
一
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

た
だ
亀
が
岡
の
場
合
、
給
水
管
が
幹
線
三
五
ミ
。
）

を
除
き
一
三
ミ
リ
管
（
通
常
は
一
五
、
、
上
で
、
材
質
も

石
綿
管
か
ビ
ニ
ー
ル
管
（
い
ず
れ
も
昭
和
四
十
年
代

に
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
管
）
。
そ
の
た
め
か
住
宅

地
の
高
い
地
域
（
、
千
に
一
、
二
、
三
粧
地
域
）
　
に
は

水
の
出
の
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
昭
和
五
十
年
に
は

調
査
結
果
を
県
企
業
庁
水
道
局
逗
子
事
務
所
へ
伝
え

圧
力
を
調
整
す
る
な
ど
対
策
が
と
ら
れ
た
が
、
改
善

は
な
か
な
か
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
古
い
給
水
管
は
工
法
も
適
切
で
は
な
く
、

漏
水
事
故
を
起
こ
し
た
り
し
た
の
で
、
自
治
会
で
は

企
業
庁
に
要
請
し
、
平
成
元
年
度
か
ら
二
年
計
画
で

鋳
物
管
に
取
り
替
え
中
で
あ
る
。

雑
な
工
事
に
手
を
焼
く

「
側
溝
よ
、
お
前
も
か
　
－
　
」

側
溝
も
（
「
は
」
で
は
な
く
「
も
」
）
造
成
時
の
粗
雑

な
工
事
の
た
め
、
つ
な
ぎ
目
か
ら
水
が
漏
れ
て
地
盤

沈
下
を
促
進
し
た
り
、
擁
壁
が
こ
わ
れ
た
り
、
流
れ

ず
に
よ
ど
ん
だ
り
、
と
い
い
．
と
こ
ろ
な
し
。
住
宅
地

内
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
、
と
落
差
の

あ
る
と
こ
ろ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
を
つ
な
ぐ
横
の
側

溝
は
″
ス
リ
鉢
状
で
流
れ
ず
〟
の
と
こ
ろ
が
多
く
、

ヘ
ド
ロ
が
た
ま
り
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
浄
化
槽
か

ら
不
完
全
浄
化
の
ま
ま
流
れ
こ
ん
だ
の
が
よ
ど
ん
だ

り
す
る
。
亀
が
岡
住
宅
地
の
造
成
に
当
た
っ
て
は
三
つ
あ
っ

た
山
を
崩
し
、
低
地
に
盛
り
土
し
て
造
っ
た
た
め
、

場
所
に
よ
り
地
盤
が
沈
卜
、
こ
れ
が
側
溝
の
流
れ
不

良
に
拍
車
を
か
け
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
自
治
会
も
昭
和
四
十
五
　
二
九

七
〇
）
　
年
に

「
造
成
六
年
を
迎
え
て
側
溝
等
の
イ
タ
ミ
が
は
げ

し
く
困
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
我
々
の
私

道
で
す
の
で
、
側
溝
の
シ
マ
リ
や
具
合
の
悪
い
と
こ

ろ
は
お
互
い
に
近
所
の
方
々
で
協
力
し
合
っ
て
清
掃

等
を
し
て
下
さ
い
。
こ
れ
ら
は
道
路
を
市
へ
移
管
す

る
ま
で
の
間
御
辛
抱
下
さ
い
」

と
住
民
に
要
望
を
出
し
、
自
治
会
も
清
掃
の
励
行

で
対
処
し
て
き
た
。
通
路
が
市
へ
移
管
（
四
十
八
年
）

の
あ
と
、
五
十
年
に
は
、
道
路
と
も
ど
も
側
溝
の
改

修
に
つ
い
て
市
へ
陳
情
し
た
。
陳
情
と
と
も
に
住
宅

地
内
の
あ
ち
こ
ち
に
ヘ
ド
ロ
を
入
れ
る
缶
を
設
置
し

た
。
ヘ
ド
ロ
を
入
れ
た
缶
を
市
に
回
収
し
て
も
ら
う

方
式
で
、
回
収
も
れ
に
つ
い
て
は
市
へ
督
促
し
て
き

た。

そ
の
後
毎
年
の
よ
う
に
改
修
を
巾
に
要
請
す
る
一

方
、
五
十
四
年
に
は
側
溝
に
ゴ
ミ
止
め
器
を
設
け
た

り
し
た
。
市
の
工
事
も
除
々
に
進
め
ら
れ
た
。
た
だ
、

公
共
卜
水
道
が
完
備
す
る
と
、
側
溝
が
不
要
に
な
る

の
で
、
改
修
は
″
二
重
投
資
〟
　
に
な
り
か
ね
な
い
。

市
側
に
は
そ
の
よ
う
な
気
づ
か
い
も
み
え
る
の
で
、

自
治
会
は
実
態
調
査
の
う
え
、
「
改
修
は
切
実
で
緊
急

を
要
す
る
。
丁
事
を
早
く
」
と
要
請
、
緊
急
修
理
が

あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
十
五
　
二
九
八
〇
）
年
に
は
、
市
は
「
二
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垂
投
資
は
で
き
な
い
が
、
下
水
道
工
事
と
並
行
し
て

道
路
側
溝
補
修
を
行
う
」
と
い
い
、
翌
五
十
六
年
九

月
に
は
「
側
溝
怒
備
に
使
用
す
る
の
は
U
字
溝
。
こ

れ
を
全
部
に
入
れ
、
フ
タ
を
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

緑
を
と
り
段
差
を
な
く
す
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
打
ち

直
す
」
と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
五
十
八
年
に
は
「
側
溝
の
工
事
は
国
庫
補

助
事
業
。
フ
タ
を
す
る
の
は
対
象
外
で
あ
る
が
、
交

通
安
全
の
た
め
に
道
幅
を
ひ
ろ
げ
る
と
い
う
観
点
か

ら
フ
タ
を
す
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
意
向
を
自

治
会
に
伝
え
て
き
た
。
そ
の
後
、
折
に
ふ
れ
、
役
員

が
側
溝
を
点
検
、
具
合
の
悪
い
と
こ
ろ
を
市
へ
連
結

し
、
改
修
工
事
が
逐
次
行
わ
れ
て
き
た
。

工
事
促
進
の
陳
情
続
く

昨
年
よ
う
や
く
6
割
整
備

自
治
会
で
は
昭
和
五
十
二
九
七
重
年
ご
ろ
か

ら
取
り
上
げ
ら
れ
は
じ
め
、
五
十
二
年
十
一
月
、
居

住
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
中
に
「
下

水
道
▲
ュ
事
の
促
進
」
が
山
て
く
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
自
治
会
活
動
が
テ
ー
マ
で
、
「
自
治
会
に
何
を

望
む
か
。
回
覧
板
を
み
る
か
、
会
報
の
回
数
は
」
な

ど
を
問
う
た
も
の
で
、
最
後
の
「
そ
の
他
の
要
望
事

項
」
に
「
下
水
道
」
が
出
て
く
る
。
件
数
は
「
犬
猫

の
放
し
飼
い
、
フ
ン
の
禁
止
」
「
第
3
中
学
」
な
ど
に

次
い
で
多
く
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
か
な
り
要
望
の
あ
↓

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

翌
五
十
三
年
二
一
月
に
は
、
自
治
会
長
ら
が
市
を
訪

れ
、
市
内
の
進
捗
状
況
の
打
診
か
た
が
た
促
進
を
要

請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
下
水
道
部
長
か
ら
次
の
よ
う

な
説
明
が
あ
っ
た
。

一
、
逗
子
旧
市
内
の
下
水
道
工
事
は
ほ
ぼ
終
わ
っ

て
い
る
。

∴
亀
が
岡
関
連
で
は
、
披
露
山
バ
ス
停
付
近
に

分
水
嶺
が
あ
り
、
パ
イ
プ
を
深
く
埋
め
て
処
理
場

に
つ
な
げ
る
か
、
い
っ
た
ん
大
洋
不
動
産
側
に
落

と
し
改
め
て
約
四
〇
㍍
の
落
差
を
圧
送
す
る
か
、

に
つ
い
て
県
と
協
議
中
で
あ
る
。
下
水
道
工
事
は

六
〇
年
度
ま
で
に
完
成
の
子
宝
。

こ
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
自
治
会
で
は
、
同
年

九
月
、
下
水
道
工
事
促
進
に
つ
い
て
小
坪
七
地
区
合

同
の
陳
情
書
を
市
長
に
掟
山
、
さ
ら
に
翌
五
十
四
年

初
め
に
は
⊥
事
促
進
に
つ
い
て
二
六
四
四
人
の
署

名
（
亀
が
同
一
、
二
六
三
、
亀
が
岡
東
一
■
七
三
小

坪
ハ
イ
ツ
一
〇
九
）
を
集
め
、
同
年
二
月
市
長
、
市

会
議
長
あ
て
に
提
出
し
た
。
そ
れ
に
は
小
坪
地
区
の

実
情
を
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

小
坪
地
区
は
宅
造
に
よ
っ
て
人
口
が
急
増
し
、
排

出
さ
れ
る
汚
水
は
小
坪
川
を
通
じ
て
小
坪
湾
に
そ
そ

ぐ
。
そ
の
た
め
小
坪
川
や
小
坪
湾
は
ヘ
ド
ロ
が
沈
澱

し
て
感
臭
を
発
し
、
海
水
を
汚
し
て
い
る
。
ハ
エ
や

カ
も
発
生
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
亀
が
岡
は
不
完
令

浄
化
の
汚
水
が
側
溝
に
排
出
さ
れ
、
し
か
も
排
水
が

意
い
た
め
ヘ
ド
ロ
状
の
汚
物
が
あ
ふ
れ
、
不
衛
生
は

な
は
だ
し
い
の
で
公
共
下
水
迫
の
促
進
が
望
ま
れ
る
。

幹
線
工
事
と
同
時
に
枝
線
の
L
事
も
進
め
て
ほ
し
い
。

早
期
完
成
に
は
、
特
別
起
債
も
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

下
水
道
特
別
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
を
望
む
。

こ
れ
に
対
し
市
長
か
ら
「
昭
和
五
十
六
年
に
は
亀

が
岡
バ
ス
停
の
あ
た
り
ま
で
幹
線
が
入
る
子
宝
。
小

坪
も
で
き
る
だ
け
早
く
完
成
さ
せ
た
い
」
と
の
言
明

が
あ
っ
た
。

役
員
会
の
要
請
に
よ
り
、
亀
が
岡
関
連
の
工
事
の

着
工
は
、
本
管
、
枝
管
L
L
l
h
昭
和
五
十
五
二
九
八

C
）
年
に
繰
り
上
が
っ
た
。
本
管
丁
事
は
亀
が
岡
バ

ス
停
～
ト
キ
ワ
ス
ト
ア
ま
で
の
手
八
0
㍍
、
枝
管
⊥
車

は
ウ
シ
オ
興
産
～
六
い
叫
道
路
を
直
線
で
井
上
商
店
の

二
段
上
の
十
字
路
ま
で
垂
二
〇
㌍
こ
の
工
事
と
併

行
し
て
通
路
、
側
溝
、
水
道
の
補
修
も
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
も
自
治
会
は
毎
年
の
よ
う
に
工
事
の
促
進

を
陳
情
、
工
事
も
毎
年
進
め
ら
れ
た
。
亀
が
同
住
宅

地
内
の
下
水
道
の
総
延
長
は
六
、
八
〇
〇
㍍
で
、
そ
の

う
ち
昭
和
六
十
二
二
九
八
七
）
年
度
末
ま
で
に
二
、

八
〇
C
■
㍍
が
完
成
（
進
捗
率
四
五
％
。
ち
な
み
に
同

時
期
の
逗
子
市
内
の
進
捗
率
は
七
〇
％
）
、
平
成
元
年

度
未
ま
で
に
四
三
〇
C
㍍
が
済
み
、
残
る
二
、
五
〇

〇
㍍
が
整
備
完
了
す
る
の
は
▲
平
成
真
一
九
九
二
）
年

ご
ろ
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

な
お
、
下
水
道
法
に
よ
る
と
、
公
共
下
水
道
が
設

け
ら
れ
る
と
、
汲
み
取
り
式
の
と
こ
ろ
は
三
年
以
内

に
水
洗
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
市
は
下
水
道
埋
設
地
区
は
衛
生
上
の
問
題

も
あ
り
、
早
く
水
洗
化
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

狭
い
が
利
用
さ
ま
ざ
ま

昭
和
4
8
年
、
市
へ
移
管

完
工
式
が
行
わ
れ
た
の
は
昭
利
四
十
二
▲
九
六

」
ハ
）
年
一
月
十
九
日
で
、
労
信
販
か
ら
自
治
会
に
引

き
渡
さ
れ
た
。
し
か
し
、
通
路
舗
装
や
新
水
道
タ
ン

ク
建
設
等
の
資
金
不
足
に
悩
む
労
信
販
は
、
が
け
地

や
緑
地
の
切
り
売
り
を
わ
い
、
一
つ
だ
け
な
っ
た
公

鼠
も
処
分
し
た
い
意
向
を
示
し
た
。
昭
和
四
十
三
年

の
こ
と
で
、
自
治
会
で
は
「
売
ら
れ
て
は
困
る
」
と

強
く
反
対
し
、
と
り
や
め
さ
せ
た
と
い
う
い
き
さ
つ

が
あ
る
。
公
園
が
市
へ
移
管
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十

八
二
九
七
三
）
年
＝
登
記
は
六
十
一
年
1
・
で
あ
る
。

公
園
に
桜
が
植
え
ら
れ
た
の
は
完
工
し
て
間
も
な

く
の
こ
ろ
。
栃
木
県
小
山
市
の
「
日
本
花
の
会
」
か

ら
市
の
推
薦
に
よ
り
∴
田
木
五
十
本
が
亀
が
岡
に
寄

贈
さ
れ
、
住
宅
地
周
辺
や
希
望
し
た
個
人
の
ほ
か
、

公
園
に
植
え
ら
れ
た
。
1
R
逗
十
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ

ー
を
い
ろ
ど
る
桜
は
、
こ
の
と
き
小
山
市
か
ら
贈
ら


